


に､彼女の曲に｢都市的なるもの｣を感じ取っ

ているのではないだろうか｡筆者はそのよう

な松任谷由美の音楽について､考察をすすめ

ていきたいと考えた｡本稿では松任谷由美の

歌詞にあらわれる ｢都市的なるもの｣の風景

に限定して､考察をすすめていく｡

松任谷 (荒井)由美は1973年11月から1997

年12月までの24年間で､アルバムを全部で

32作品発表している｡筆者はこのうちの30

作品 ･276曲を対象として､歌詞分析をすす

めていく｡

歌詞分析は三段階にわけておこなってい

く｡まず第一段階としては､歌詞に登場する

具体的な地名･場所といった地理的記述につ

いての考察をすすめていく｡抜き出した地

名 ･場所はさらにその分布を地図にあらわ

し､合わせてその特徴を読み取っていく｡次

に第二段階として､歌詞に繰り返し登場する

単語 (ターム)についての考察をしていく｡

その基準は､そのタームから具体的な風景や

情景が思い浮かぶのもの､場所 ･乗 り物 ･自

然界をあらわしているものとする｡最後に第

三段階として､歌詞の中で風景を喚起させる

フレーズについての考察をすすめる｡この場

合も基準は､そのフレーズから具体的な風景

や情景が思い浮かぶもの､場所 ･乗り物 ･自

然界をあらわしているものとするが､なんら

かの比喰としての風景 ･情景でも､基準に当

てはまれば､抜き出すことにする｡

以上のような歌詞分析をすすめていくそれ

ぞれの過程で､歌詞にあらわされる ｢都市的

なるもの｣の風景の特徴を読み取っていっ

た｡特筆すべきことは､次のようなことであ

る｡

松任谷由美は､歌詞によってあらわされる

風景描写を実に効果的に用いて､その風景に

のせて私たちに､メッセージを送っている｡

歌詞があらわす｢都市的なるもの｣の風景は､

心象風景､表象 ･象徴としての風景であり､

すなわちメッセージをもった風景なのであ

る｡非常にとらえどころのない難しいこの風

景については､さらに研究していく価値があ

りそうである｡

山村の将来

一佐賀県神埼郡三瀬村･

福岡県八女郡星野村を事例に一

高木美代子

佐賀県神埼郡三瀬村は､九州最大の大都

市 ･人口約130万人の福岡県福岡市と北部の

県境で接している､人口1771人 (平成9年現

荏)の過疎の山村である｡福岡市と佐賀市を

結ぶ国道263号線が村の西部を縦断している

が､県境の三瀬峠付近ではカーブが多く冬場

は積雪などで度々通行止めになる｡そこで､

昭和61年に三瀬 トンネル (有料)が開通し､

車なら福岡市中心部に1時間足らずで行くこ

とができるようになった｡佐賀市-も車で約

40分で行くことができ､山村にしては恵まれ

ている方だ｡

三瀬村は現在､｢みつせ元気村｣を標梼し

て村づくりをしている｡しかし村にはこれと

いった名産品がなく､観光地では昭和63年に

開園した民営の観光牧場 ｢どんぐり村｣が有

名で､現在も年間約30万人が訪れているが､

どんぐり村の分を除いた村の年間観光客数

は､どんぐり村開園以前とあまり変わってい

ない｡長時間滞在したいと思うような観光地

や施設に欠け､キャンプ場は3カ所あるが本

格的な宿泊施設は少ない｡そこで､平成8年

にできた村営の温泉施設に､間伐材の有効利

用や山の村というイメージを大切にするため

に木を多用して看板や周りの景観整備にも気

を配るなど､十分構想を練った上での宿泊施

設の併設を願いたい｡そしてどんぐり村が独

自に農家に飼育させているフランス系の鶏･

｢みつせ鶏｣を何とかして譲ってもらって､

｢みつせ鶏｣料理を出すことができれば､三瀬

村の名物になって良いと思う｡

村では兼業農家の主婦たちが中心となっ

て､｢地場産振興部会｣を結成し､自家用に小

規模で作っている野菜や､手作りのおこわや
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